
COVID-19陽性患者もしくは疑い患者に対する手術時の感染対策Case Report集計結果(1月25日から1月31日回答分)

症例数 手術 手術室で気管挿管 4 ＭｃＧＲＡＴＨ 4

陽性 3 ECMO挿入 1 （喉頭展開1回で挿管） (4) 記載なし 0

気管切開 1 区域麻酔 1

泌尿器科手術 1 既挿管 3

記載なし 0

SGA 0

PPE フェイスシールド 6

COVID-19疑い患者 5 開腹手術 2 ゴーグル 1

脳外科手術 2 シールド付きマスク 1

乳がん 1 記載なし 0

N95 8

事前シミュレーション実施 あり 6 PAPR 0

なし 2 サージカルマスク 0

手袋2枚 6

手袋1枚 1

自由記載

疑い 開腹術

疑い 脳外科

疑い 乳がん手術

術前　抗原検査陽性、PCR 結果未で手術開始

術中PCR陰性確認　接触歴等から　陰性扱いと感染制御から連絡あったため、手術終了時にCOVID疑いを解除し、

一般病棟帰室とした。

患者周囲にCOVID-19陽性患者がいたため、疑い症例として対応した。術中にPCR陰性が判明した。

隣県から帰省した家族との面会あり。疑い例としてCOVIDに準じて対応した。


